
【皮 膚 科】 

Ⅰ．プログラム責 任 者 簗場 広一

Ⅱ．臨床研修到達目標（選択科目履修４週）

 １．一般目標（ＧＩＯ） 

一般臨床医としてプライマリケアに必要とされる皮膚科の基本的知識と検査および

診療手技を身につける。 

  ２．行動目標（ＳＢＯ）（経験目標） 

    1)皮膚の解剖・生理を理解する。 

    2)皮膚疾患で悩む患者に対する理解とその対応を理解する。 

    3)皮膚科の基本的診察法を取得する。 

(1)病歴を聴取し、病歴作成ができる。 

(2)発疹を観察し、記載ができる。 

(3)真菌直接鏡検、パッチテスト、皮内テスト、デルモスコピー検査、ウイルス検査

ができる。 

(4)各種皮膚炎の診断ができる。 

(5)じんま疹の診断ができる。 

(6)薬疹の診断ができる。 

(7)皮膚の真菌、細菌、ウイルス感染症の診断ができる。 

(8)疥癬、性感染症の診断ができる。 

    4)皮膚科的治療ができる。 

(1)皮膚症状に応じた外用剤の選択、使用ができる。 

(2)皮膚疾患に応じた内服薬の選択ができる。 

(3)熱傷の初期治療ができる。 

  ３．プログラム 

    1)第１～２週 

(1)皮膚科外来研修 

(2)皮膚科病棟研修 

  (3)病歴の聴取、発疹の記載 

  (4)真菌検査、ウイルス検査、パッチテスト､皮内テスト､デルモスコピー検査を習得 

    2)第３～４週 

(1)皮膚科外来研修 

  (2)皮膚科病棟研修 



(3)病歴の聴取、発疹の記載

  (4)皮膚外用療法を習得 

  (5)皮膚科救急疾患の対応を習得 

   いずれの週も、週１回開催される症例検討会、病理組織検討会、抄読会に参加する。 

Ⅲ．臨床研修到達目標（選択科目履修８週） 

  １．一般目標（ＧＩＯ） 

  一般臨床医としてプライマリケアに必要とされる皮膚科の基本的知識と検査およ

び診療手技を身につける。 

  ２．行動目標（ＳＢＯ）（経験目標） 

    1)皮膚の解剖・生理を理解する。 

    2)皮膚疾患で悩む患者に対する理解とその対応を理解する。 

    3)皮膚科の基本的診察法を取得する。 

(1)病歴を聴取し、病歴作成ができる。 

(2)発疹を観察し、記載ができる。 

(3)真菌直接鏡検、パッチテスト、皮内テスト、ウイルス検査、光線テスト、デルモ

スコピー検査、皮膚生検ができる。

(4)各種皮膚炎の診断ができる。 

(5)じんま疹の診断ができる。 

(6)薬疹の診断ができる。 

(7)皮膚の真菌、細菌、ウイルス感染症の診断ができる。 

    (8)疥癬、性感染症の診断ができる。 

    4)皮膚科的治療ができる。 

(1)皮膚病変に応じた外用剤の選択、使用ができる。 

(2)皮膚疾患に応じた内服薬の選択ができる。 

(3)熱傷の初期治療ができる。 

(4)冷凍凝固術ができる。 

(5)皮膚良性腫瘍の切除，縫合ができる。 

  ３．プログラム 

    1)第１～２週 

(1)皮膚科外来研修 

  (2)皮膚科病棟研修 

(3)病歴の聴取、発疹の記載

  (4)真菌検査、ウイルス検査、パッチテスト、皮内テスト、デルモスコピー検査を習

得 



    2)第３～４週 

(1)皮膚科外来研修 

  (2)皮膚科病棟研修 

(3)病歴の聴取、発疹の記載

  (4)皮膚外用療法を習得 

  (5)皮膚科救急疾患の対応を習得 

    3)第５～８週 

(1)皮膚科外来研修 

(2)皮膚科入院患者の管理を学ぶ

  (3)病歴の聴取，発疹の記載 

  (4)皮膚科救急疾患の対応を習得 

  (5)皮膚生検を習得 

  (6)皮膚外用療法を習得 

  (7)冷凍凝固術を習得 

(8)皮膚良性腫瘍摘出術を習得 

   いずれの週も、週１回開催される症例検討会、病理組織検討会、抄読会に参加する。 

Ⅳ．臨床研修到達目標（選択科目履修１２週） 

  １．一般目標（ＧＩＯ） 

一般臨床医としてプライマリケアに必要とされる皮膚科の基本的知識と検査および

診療手技を身につける。 

  ２．行動目標（ＳＢＯ）（経験目標） 

    1)膚の解剖・生理を理解する。 

    2)皮膚疾患で悩む患者に対する理解とその対応を理解する。 

    3)皮膚科の基本的診察法を取得する。 

(1)病歴を聴取し、病歴作成ができる。 

(2)発疹を観察し、記載ができる。 

(3)真菌直接鏡検、パッチテスト、皮内テスト、ウイルス検査、光線テスト、デルモ

スコピー検査、皮膚生検ができる。

(4)各種皮膚炎の診断ができる。 

(5)じんま疹の診断ができる。 

(6)薬疹の診断ができる。 

(7)皮膚の真菌、細菌、ウイルス感染症の診断ができる。 

(8)疥癬、性感染症の診断ができる。 

    4)皮膚科的治療ができる。 

(1)皮膚病変に応じた外用剤の選択、使用ができる。 



(2)皮膚疾患に応じた内服薬の選択ができる。 

(3)熱傷の初期治療ができる。 

(4)冷凍凝固術ができる。 

(5)良性皮膚腫瘍の切除、縫合ができる。 

(6)光線療法ができる。 

  ３．プログラム 

    1)第１～２週 

(1)皮膚科外来研修 

(2)皮膚科病棟研修

  (3)病歴の聴取、発疹の記載 

  (4)真菌検査、ウイルス検査、パッチテスト、皮内テスト、デルモススコピー検査を

習得 

   2)第３～４週 

   (1)皮膚科外来研修 

(2)皮膚科病棟研修

  (3)病歴の聴取、発疹の記載 

  (4)皮膚外用療法を習得 

  (5)皮膚科救急疾患の対応を習得 

3)第５～８週

(1)皮膚科外来研修 

(2)皮膚科入院患者の管理を学ぶ

  (3)病歴の聴取、発疹の記載 

  (4)皮膚科救急疾患の対応を習得 

  (5)皮膚生検を習得 

  (6)皮膚外用療法を習得 

  (7)冷凍凝固術を習得 

  (8)皮膚良性腫瘍摘出術を習得 

   4)第９～１２週 

(1)皮膚科外来研修

(2)皮膚科入院患者の管理を学ぶ

(3)皮膚科手術の見学（皮膚悪性腫瘍摘出術） 

  (4)皮膚科手術の助手（皮膚良性腫瘍摘出術） 

  (5)光線療法の習得 

  いずれの週も、週１回開催される症例検討会、病理組織検討会、抄読会に参加する。 

Ⅴ．臨床研修到達目標（選択科目履修１６週） 



  １．一般目標（ＧＩＯ） 

  一般臨床医としてプライマリーケアに必要とされる皮膚科の基本的知識と検査お

よび診療手技を身につける。 

  ２．行動目標（ＳＢＯ）（経験目標） 

    1)皮膚の解剖・生理を理解する。 

    2)皮膚疾患で悩む患者に対する理解とその対応を理解する。 

    3)皮膚科の基本的診察法を取得する。 

(1)病歴を聴取し、病歴作成ができる。 

(2)発疹を観察し、記載ができる。 

(3)真菌直接鏡検、パッチテスト、皮内テスト、ウイルス検査、光線テスト、デルモ

スコピー検査、皮膚生検ができる。

(4)各種皮膚炎の診断ができる。 

(5)じんま疹の診断ができる。 

(6)薬疹の診断ができる。 

(7)皮膚の真菌、細菌、ウイルス感染症の診断ができる。 

(8)疥癬、性感染症の診断ができる。 

(9)水疱症の診断ができる。 

     (10)乾癬の診断ができる。 

     (11)皮膚悪性腫瘍の診断ができる。 

    4)皮膚科的治療ができる。 

(1)皮膚病変に応じた外用剤の選択、使用ができる。 

(2)皮膚疾患に応じた内服薬の選択ができる。 

(3)熱傷の初期治療ができる。 

(4)冷凍凝固術ができる。 

(5)良性皮膚腫瘍の切除、縫合ができる。 

(6)光線療法ができる。 

  ３．プログラム 

    1)第１～２週 

(1)皮膚科外来研修 

(2)皮膚科病棟研修

  (3)病歴の聴取、発疹の記載 

  (4)真菌検査、ウイルス検査、皮内テスト、デルモスコピー検査、パッチテストを習

得 

    2)第３～４週 

(1)皮膚科外来研修 

(2)皮膚科病棟研修



  (3)病歴の聴取、発疹の記載 

  (4)皮膚外用療法を習得 

  (5)皮膚科救急疾患の対応を習得 

    3)第５～８週 

(1)皮膚科外来研修 

(2)皮膚科入院患者の管理を学ぶ

  (3)病歴の聴取、発疹の記載 

  (4)皮膚科救急疾患の対応を習得 

  (5)皮膚生検を習得 

  (6)皮膚外用療法を習得 

  (7)冷凍凝固術を習得 

  (8)皮膚良性腫瘍摘出術を習得 

   4)第９～11週 

(1)皮膚科外来研修

(2)皮膚科入院患者の管理を学ぶ

(3)皮膚科手術の見学（皮膚悪性腫瘍摘出術） 

  (4)皮膚科手術の助手（皮膚良性腫瘍摘出術） 

  (5)光線療法の習得 

5)第 12～16 週

(1)皮膚科外来研修

(2)皮膚科入院患者の管理を学ぶ

(3)皮膚科手術の助手（皮膚悪性腫瘍摘出術） 

  (4)皮膚科手術の助手（皮膚良性腫瘍摘出術） 

  (5)光線療法の習得 

いずれの週も、週１回開催される症例検討会、病理組織検討会、抄読会に参加する。 


	【皮 膚 科】

